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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2020年２月28日に提出いたしました第73期（自　2018年12月１日　至　2019年11月30日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第５　経理の状況

　　１　連結財務諸表等

　　　(1）連結財務諸表

　　　　　注記事項

　　　　　(連結損益計算書関係)

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部 【企業情報】

第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

【注記事項】

(連結損益計算書関係)

（訂正前）

　（省略）

※６　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次のとおりであります。

　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後（洗替）の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に

含まれております。

 
前連結会計年度

(自 2017年12月１日
 至 2018年11月30日)

当連結会計年度
(自 2018年12月１日
 至 2019年11月30日)

前期たな卸評価損 △77,461千円 △83,058千円

当期たな卸評価損 83,058千円 201,743千円

売上原価 5,596千円 118,685千円
 

　（省略）

 
（訂正後）

　（省略）

※６　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次のとおりであります。

　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後（洗替）の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に

含まれております。

 
前連結会計年度

(自 2017年12月１日
 至 2018年11月30日)

当連結会計年度
(自 2018年12月１日
 至 2019年11月30日)

たな卸資産評価損 122,638千円 276,995千円
 

　（省略）
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